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問 合 せ 先 責任者役職名 常務取締役管理本部長 

 氏 名 竹 内 謙 弐      （Tel：（052）768－1211） 

 

１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

① 会計処理の方法における簡便な方法の有無 ：有 

・たな卸資産のたな卸高は帳簿たな卸によって算定しております。その他影響額が僅少

なものについては、一部簡便な方法を採用しております。 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：無 

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：有 

・連結（新規）１社（ASAHI INTECC USA,INC.） 

 

２．平成17年６月期第１四半期財務・業績の概況（平成16年７月１日～平成16年９月30日） 

(１)経営成績（連結）の進捗状況 （百万円未満切捨） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

四半期(当期) 

純 利 益 

 

平成17年6月期第1四半期 

平成16年6月期第1四半期 

百万円   ％

1,791（ － ）

－（ － ）

百万円   ％

337（ － ）

－（ － ）

百万円   ％ 

307（ － ） 

－（ － ） 

百万円   ％

195（ － ）

－（ － ）

(参考)平成16年6月期 6,271 1,123 995 693 

 

 
１株当たり四半期 

(当期)純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり四半期 

(当期)純利益 

 

平成17年6月期第1四半期 

平成16年6月期第1四半期 

円 銭

27.65 

－ 

円 銭

－ 

－ 

(参考)平成16年6月期 114.76 － 
（注）1. 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 

2. 四半期財務・業績の概況は当第１四半期より作成しておりますので、前年同四半期実績及び増減率に

つきましては記載しておりません。 

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

当第１四半期におけるわが国経済は、輸出を中心とした企業収益の改善や設備投資の増加等に

より、景気は緩やかに回復する傾向が見られました。 

こうした状況の中、当社グループは、医療機器分野の欧米市場を中心とした海外展開を強化し、

海外売上高比率を向上することが出来ました。加えて、全社をあげて、生産性の効率化、及び技

術力・開発力の向上に努め、業績向上を目指してまいりました。 

その結果、当第１四半期は、売上高17億91百万円、営業利益3億37百万円、経常利益3億7百万

円、四半期純利益1億95百万円を計上いたしました。 
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(２)財政状態（連結）の変動状況 

 

 
総 資 産 株 主 資 本 株主資本比率 １株当たり株主資本

 

平成17年6月期第1四半期 

平成16年6月期第1四半期 

百万円

11,351 

－ 

百万円

6,047 

－ 

％ 

53.3 

－ 

円 銭

848.66 

－ 

(参考)平成16年6月期 11,194 5,782 51.7 750.43 

 

【連結キャッシュ・フローの状況】 

 

 

営業活動による

キャッシュ・フロー

投資活動による

キャッシュ・フロー

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物

期 末 残 高

 

平成17年6月期第1四半期 

平成16年6月期第1四半期 

百万円

57 

－ 

百万円

△335 

－ 

百万円 

△68 

－ 

百万円

2,680 

－ 

(参考)平成16年6月期 742 △334 764 3,026 

 

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 

当第１四半期の財政状態は、前連結会計年度末と比較して総資産は1億56百万円増加しました。

これは主に有形固定資産の増加2億66百万円によるものであります。株主資本は2億65百万円増加

し、株主資本比率は53.3％となりました。これは主に第三者割当増資2億25百万円によるものであ

ります。 

キャッシュ・フローの状況につきましては次のとおりであります。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、57百万円の増加となりました。主な要因は、税引前四半

期純利益が3億6百万円となったものの、売上債権の増加1億49百万円及び法人税等の支払額1億45

百万円があったことによるものであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、3億35百万円の減少となりました。主な要因は、有形固

定資産の取得による支出3億28百万円によるものであります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、68百万円の減少となりました。主な要因は、配当金の支

払額1億25百万円によるものであります。 

 

３．平成17年６月期の連結業績予想（平成16年７月１日～平成17年６月30日） 

 
予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益 

１ 株 当 た り 

予想当期純利益 

 

中 間 期 

通 期 

百万円

3,558 

7,381 

百万円

564 

1,269 

百万円 

353 

803 

円 銭

 

112.97 

 

［業績予想に関する定性的情報等］ 

当期の予想につきましては、当該四半期における業績が概ね計画どおり推移しており、中間期

及び通期の業績予想に変更はありません。 

 

※ 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に

係る本資料発表日現在における仮定を前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく

異なる結果となる可能性があります。 

 

○ 添付資料 

・（要約）四半期連結貸借対照表、（要約）四半期連結損益計算書 

・（要約）四半期連結キャッシュ･フロー計算書、セグメント情報
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経営成績 

 

第１四半期の概況 

当第１四半期（平成16年７月～平成16年９月）の経営成績は、売上高17億91百万円、経常利益3億7

百万円、四半期純利益1億95百万円となりました。事業の種類別セグメントの営業概況は以下となりま

す。 

 

＜メディカル事業＞ 

当社グループは、医療機器分野における循環器の治療用カテーテルシステムについて、欧米市場を中

心としたグローバル展開を加速化する事を中期戦略の一つに掲げております。グローバル市場環境は、

米国を中心に各国で薬剤ステントの普及が拡大することなどに伴い、ＰＣＩ治療件数も拡大傾向にござ

います。このような中、当社グループは、平成 15 年 10 月に米国のアボットラボラトリーズ社とＰＴＣ

Ａガイドワイヤーの米国、欧州などにおける独占販売代理店契約を締結、また平成 16 年６月にはオラ

ンダ アムステルダムに欧州駐在所を設置、さらに、平成 16年７月には米国駐在所を廃し現地法人 ASAHI 

INTECC USA,INC.を設立し、販売強化のための基盤整備をいたしました。その結果、治療用カテーテル

システムは、主力製品であるＰＴＣＡガイドワイヤーが、海外市場を中心として、販売数量、売上高と

もに計画を上回り、大変好調に推移いたしました。 

一方、検査用カテーテルシステムについては、国内市場においては、競合他社間の市場競争が激化す

る中、新製品投入等を積極的に実施いたしました。また海外市場では、欧州、アジアを中心に代理店を

通じた積極的な入札参加を実施し、売上は増加傾向にございます。 

以上の結果、当事業の売上高は 8億 31 百万円となりました。 

 

＜メディカルデバイス事業＞ 

医療機器業界での同業者間における価格競争が激化していることにより、大手医療機器企業が、強力

な販売網を活かし販売に注力すべく、製品製造についてアウトソーシングに委ねる傾向にございます。 

このような環境の中、ＯＥＭ供給品につきましては、世界有数のメディカル総合企業へＯＥＭ供給し

ております透析用ガイドワイヤーが好調に推移し、また前連結会計年度より販売開始をいたしました肝

臓ガン治療用ガイドワイヤー、末梢血管用ガイドワイヤーについても、大変順調に推移しております。 

医療部材につきましては、内視鏡関連製品が大手取引先の海外展開が好調であることに加え､当社ト

ルク技術製品の採用が増加したことの影響を受け、受注が増加傾向にございます。また、ケーブルチュ

ーブ「ＡＣＴＯＮＥ」についても、米国のFoxHollow Technologies,Inc.社が、血管内アテレクトミー

カテーテルの部材に使用するなど、医療機器部材としての使用機会が増加し、売上は大幅に伸張いたし

ました。 

以上の結果、当事業の売上高は 3億 86 百万円となりました。 

 

＜インダストリアルデバイス事業＞ 

端末加工品につきましては、韓国、中国を中心とした海外廉価製品との価格競争の激化や、ＯＡ機器

複合化に伴い製品の市場価格が下落傾向にあるなど、厳しい環境におかれておりますが、国内企業の設

備投資の活性化に伴い建築市場への売上が増加、また液晶関連をはじめとした新分野・新市場への展開

を積極的に推進することなどにより、売上は堅調に推移いたしました。 

ワイヤー素材などにつきましても、前連結会計年度に引続きハイテク企業の設備投資拡大を受け、液

晶関連の設備投資拡大による売上が好調であることや、耐圧ホース用補強材として使用される線材の売

上が増加するなど、売上は順調に推移いたしました。 

以上の結果、当事業の売上高は5億73百万円となりました。 
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１．（要約）四半期連結貸借対照表 
当第１四半期連結会計期間末 

(平成16年９月30日) 

(参考) 

平成16年６月期 
科目 

金額（千円） 
構成比

(％) 
金額（千円） 

構成比

(％) 

(資産の部)  

Ⅰ 流動資産  

1.現金及び預金 3,290,493 3,642,405 

2.受取手形及び売掛金 1,708,446 1,562,254 

3.たな卸資産 1,242,985 1,210,002 

4.繰延税金資産 105,361 74,113 

5.その他 372,980 343,544 

貸倒引当金 △2,205 △2,243 

流動資産合計 6,718,061 59.2 6,830,077 61.0

Ⅱ 固定資産  

1.有形固定資産 3,716,912 3,450,793 

2.無形固定資産 142,528 145,511 

3.投資その他の資産 860,757 848,974 

貸倒引当金 △86,600 △80,600 

固定資産合計 4,633,598 40.8 4,364,680 39.0

資産合計 11,351,659 100.0 11,194,757 100.0

(負債の部)  

Ⅰ 流動負債  

1.支払手形及び買掛金 486,863 571,284 

2.短期借入金 1,503,223 1,548,680 

3.未払金 249,037 215,589 

4.未払法人税等 170,981 172,209 

5.賞与引当金 125,803 39,814 

6.その他 185,480 169,646 

流動負債合計 2,721,389 24.0 2,717,224 24.3

Ⅱ 固定負債  

1.長期借入金 2,012,366 2,125,052 

2.退職給付引当金 122,145 121,370 

3.役員退職慰労引当金 346,178 338,216 

4.その他 101,766 110,165 

固定負債合計 2,582,456 22.7 2,694,803 24.0

負債合計 5,303,846 46.7 5,412,027 48.3

(資本の部)  

1.資本金 2,397,550 21.1 1,891,800 16.9

2.新株式払込金 － － 1,052,800 9.4

3.資本剰余金 2,291,760 20.2 1,519,110 13.6

4.利益剰余金 1,600,828 14.1 1,550,655 13.8

5.その他有価証券評価 

差額金 
324 0.0 56 0.0

6.為替換算調整勘定 △242,649 △2.1 △231,691 △2.0

資本合計 6,047,813 53.3 5,782,730 51.7

負債及び資本合計 11,351,659 100.0 11,194,757 100.0
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２．（要約）四半期連結損益計算書 
当第１四半期連結会計期間 

（自 平成16年７月１日 

 至 平成16年９月30日） 

(参考) 

平成16年６月期 
科目 

金額（千円） 
百分比

(％) 
金額（千円） 

百分比

(％) 

Ⅰ 売上高 1,791,391 100.0 6,271,529 100.0

Ⅱ 売上原価 785,079 43.8 2,980,916 47.5

売上総利益 1,006,312 56.2 3,290,613 52.5

Ⅲ 販売費及び一般管理費  

1.発送運搬費 36,429 127,806  

2.役員報酬 61,795 223,463  

3.給与手当及び賞与 145,507 622,357  

4.賞与引当金繰入額 44,871 18,627  

5.減価償却費 12,475 43,707  

6.研究開発費 122,748 479,406  

7.その他 245,272 669,100 37.4 652,125 2,167,494 34.6

営業利益 337,211 18.8 1,123,119 17.9

Ⅳ 営業外収益  

1.受取利息及び配当金 320 1,958  

2.為替差益 8,432 －  

3.その他 2,796 11,549 0.6 13,108 15,066 0.2

Ⅴ 営業外費用  

1.支払利息 15,979 82,119  

2.為替差損 － 25,797  

3.その他 25,022 41,001 2.2 34,316 142,233 2.2

経常利益 307,758 17.2 995,952 15.9

Ⅵ 特別利益  

1.貸倒引当金戻入益 37 1,419  

2.その他 103 140 0.0 744 2,164 0.0

Ⅶ 特別損失  

1.固定資産除却損 1,885 1,885 0.1 12,413 12,413 0.2

税引前四半期(当期) 

純利益 
306,014 17.1 985,702 15.7

税金費用 110,315 6.2 291,775 4.6

四半期(当期)純利益 195,698 10.9 693,927 11.1
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３．（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
当第１四半期連結会計期間

（自 平成16年７月１日 

 至 平成16年９月30日）

(参考) 

平成16年６月期 科目 

金額（千円） 金額（千円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー   

1.税引前四半期(当期)純利益 306,014 985,702 

2.減価償却費 73,401 294,384 

3.賞与引当金の増減額 85,989 3,095 

4.支払利息 15,979 82,119 

5.売上債権の増減額(増加:△) △149,051 △262,716 

6.たな卸資産の増減額(増加:△) △36,333 △154,600 

7.仕入債務の増減額(減少:△) △66,303 118,570 

8.その他 △8,415 46,999 

小計 221,278 1,113,555 

9.利息及び配当金の受取額 153 1,906 

10.利息の支払額 △18,223 △81,266 

11.法人税等の支払額 △145,850 △291,648 

営業活動によるキャッシュ・フロー 57,358 742,547 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

1.有形固定資産の取得による支出 △328,673 △281,853 

2.有形固定資産の売却による収入 － 2,027 

3.無形固定資産の取得による支出 △1,000 △44,567 

4.その他 △5,780 △9,909 

投資活動によるキャッシュ・フロー △335,454 △334,303 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

1.短期借入金の純増減額(減少:△) △100,000 △224,433 

2.長期借入れによる収入 300,000 1,400,000 

3.長期借入金の返済による支出 △357,756 △1,637,564 

4.株式の発行による収入 225,600 1,354,800 

5.配当金の支払額 △125,526 △89,855 

6.その他 △10,535 △38,571 

財務活動によるキャッシュ・フロー △68,217 764,375 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 868 △17,787 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額(減少:△) △345,445 1,154,831 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 3,026,301 1,871,469 

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 2,680,856 3,026,301 
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４．セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

当四半期 (単位：千円) 

 メディカル事業 
メディカル 

デバイス事業

インダストリアル

デバイス事業
計 

消去又 

は全社 
連結 

売上高   
外部顧客に 
対する売上高 831,300 386,171 573,919 1,791,391 － 1,791,391

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 22,840 32,092 155,385 210,318 (210,318) －

計 854,140 418,263 729,305 2,001,709 (210,318) 1,791,391

営業費用 582,963 274,250 559,917 1,417,131 37,048 1,454,179

営業利益 271,177 144,013 169,387 584,578 (247,366) 337,211

 

(参考)平成16年６月期 (単位：千円) 

 メディカル事業 
メディカル 

デバイス事業

インダストリアル

デバイス事業
計 

消去又 

は全社 
連結 

売上高   
外部顧客に 
対する売上高 2,639,362 1,324,528 2,307,638 6,271,529 － 6,271,529

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 279,587 175,754 449,697 905,039 (905,039) －

計 2,918,950 1,500,282 2,757,336 7,176,568 (905,039) 6,271,529

営業費用 1,973,613 1,143,693 2,184,916 5,302,223 (153,812) 5,148,410

営業利益 945,336 356,589 572,419 1,874,345 (751,226) 1,123,119

 

 

〔海外売上高〕 

当四半期 (単位：千円) 

 北米地域 東南アジア地域 その他の地域 計 

海外売上高 245,753 240,468 110,963 597,185

連結売上高  1,791,391

連結売上高に占める 
海外売上高の割合(％) 

13.7 13.4 6.2 33.3

各区分に属する主な国又は地域 

（1）北米地域 ・・・・・・・・・・・ アメリカ、カナダ 

（2）東南アジア地域 ・・・・・ 香港（中国）、タイランド等 

（3）その他の地域 ・・・・・・・ 欧州、中近東等 

 

「北米地域」は、前連結会計年度は「その他の地域」に含めて表示しておりましたが、連結売上高に占める割

合が10％以上となったため、区分掲記しております。 

なお、前連結会計年度の「その他の地域」に含まれている「北米地域」の海外売上高は357,641千円、連結売

上高に占める海外売上高の割合は5.7％であります。 

 

(参考)平成16年６月期 (単位：千円) 

 東南アジア地域 その他の地域 計 

海外売上高 869,553 676,284 1,545,837

連結売上高  6,271,529

連結売上高に占める 
海外売上高の割合(％) 

13.8 10.8 24.6
 


